
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 終了 予算の方向性 不要

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

　道路利用者にとっては、休憩や観光の拠点施設となり「 道の駅」を活性化することが，本市のイ
メージアップにつながることから、休憩機能・情報発信機能等に適した、「インフォメーションセンター
佐渡」（あいぽーと佐渡）への移設を行う計画である。
　現在関係機関と協議中であるため先行きが不透明な部分もあるが、平成29年度から「インフォメー
ションセンター佐渡」に道の駅を移転するべく調整を進めている。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

1

道の駅管理事業

Ｂ Ｂ Ｂ

　「道の駅」の利用形態が情報確認とトイレ利用に限定されている。国際藝
術学院の特徴を前面に出して水彩画体験や佐渡を題材とした水彩風景画
美術館とコーヒーサービス等を実施する。また、ガラクタ市やイベント、異文
化体験教室等を継続し、賑わい空間を創出する

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

0

一般財源 5,000 5,000 4,500

地方債 0 0 0

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 5,000 5,000 4,500

0 0

2 事業 終了

予算 不要

目標（成果）指標名 単位

出店数 人 2 3 2

重点
細事
業事業の方向性

1
道の駅管理事業 5,000 5,000 4,500

枝
番

細事業名
H26

決算額
H27

決算額
H28当初
予算額

H29以降の
予算の方向性

H26実績値 目標値 実績値 H28目標値

65000 ­ ­
利用者数

実績値

道の駅管理事業
人 62000 60000 66000

目標（成果）指標名
単位

26年度
実績値

27年度（評価年度） 28年度
目標値

29年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 道路利用者や地域の方々

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

道路利用者等に、安心して自由に立ち寄れ、利用できる快適な休憩のための施設を提供する。
また、佐渡の風景画を鑑賞したり、水彩画体験等の芸術に親しめる空間を提供する。

Do

H28施政方針 ２．島の魅力の発信とおもてなしの推進　（1）観光推進体制の構築 H28：重点●政策○ -

事業
概要

（道の駅の維持管理委託）
　道路利用者のための「休憩機能」，道路利用者や地域の方々のための「情報発信機能」，そして「道の駅」をきっかけに
人と人とが手を結び活力ある地域づくりを共に行うための「地域の連携機能」，の3 つの機能を併せ持つ休憩施設。
　芸術を通して佐渡の「国際芸術文化の発信地、学習交流の拠点、利用者の憩いの場に」を目指す。

将来ビジョン ２．観光等交流人口の拡大　(2)交流人口の拡大 H26：重点●政策○ -
H27施政方針 １．人口減少対策　（4）産業の振興　② ３資産と観光振興 H27：重点●政策○ -

種類 施設管理等事業
根拠
法令

無し
例規
等

「道の駅」登録・案内要綱

1702

事務事業名 道の駅管理事業 開始年度 平成23 終了年度 平成28

平成28年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成27年度実績） 担当課 17建設課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 11296 事務事業コード


